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研究成果の概要（和文）：話し合いの能力を，個の中の閉じた能力ではなく，関係性の中で捉え

られる能力であると捉え,コミュニケーションモデルを構築した。話し合い活動を捉える際に，

話し合いの展開の質に着目する考え方をとり，同一課題による小学生の話し合い能力の発達に

関する調査に照らして,分析を行った。研究の結果，社会にまなざしを向ける公共性を持った課

題に対して論証的に話し合うことが有効であることが明らかになった。 

 
 
研究成果の概要（英文）：We built the communication model that communications skills are 
the ability for it not to be limited to individual capability but to explain in a relation. 
We conducted development investigation of the talks capability of the schoolchild by the 
same subject taking notice of the quality of deployment of talks activities. It became 
clear that it is effective to discuss dianoetic to a subject with the public responsibility 
which becomes the cause to turn one's eyes to society as a result of research. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 国内の研究動向 
 個人間のコミュニケーションのあり方に
ついては，ブーバー，ガダマー，ハーバーマ
ス，ワーチ，ルーマンなどが先行研究であり，

国内のコミュニケーション研究もこれらを
基盤に展開されている。麻生武，尾関周二，
丸野俊一が主要な研究者である。しかしなが
ら，日本の国語教育研究において，授業論，
教材論，カリキュラム論として構築・整備し，
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実践的な提案として行われているものはな
い。 
 
(2) 国外の研究動向 
 先行研究の文献によると国外では欧米圏
の研究が先行していると考えられる。本研究
もカナダのコミュニケーション教育と連携
を図っているが，コミュニケーションの共通
した阻害要因が見出せるなど，研究動向とし
てほぼ同じ様態の進展状況を示しているこ
とが明らかになっている。 
 
(3) 本研究の研究動向における位置づけ 
 これまでこの共同研究体制は，科学研究費
補助金による研究に 13 年間(自主的な期間 1
年を含む)取り組んできたことで国内をリー
ドしてきた。具体的には，まず「国語能力の
発達」という観点から，国語科教育の「読む・
書く・聞く・話す」の４領域全般に関わる能
力発達の調査・実態研究に取り組み，発達の
要因を把握し，国語科カリキュラムの科学的
基礎を得たこと (平成 6～11 年度)。「コミュ
ニケーション能力の発達」に焦点化し，児童
に対するコミュニケーション能力の発達調
査によりその要因を把握したこと，対教師ｱﾝ
ｹｰﾄを実施し，教師のコミュニケーション能
力発達観をとらえたこと (平成 12・13～15
年度)。これを中学校へ拡げて，実験授業を
積み重ね，実践的な教材・単元・カリキュラ
ムの開発として結実させたこと (平成 16～
18 年度)。広範にわたり本共同研究体制が継
続的に大きな成果を得てきたといえる。 
 
 
２．研究の目的 

音声言語によるコミュニケーション能力
の育成に関して，小学校・中学校連携の有機
的関連化を図る基礎理論の体系的構築，カリ
キュラムの開発・整備，実験授業を経たモデ
ル授業の開発を行う。 

まず基礎理論の体系的構築に関しては，授
業観察・教師へのアンケート・インタビュ
ー・コミュニケーションモデルの理論的研究
などを集約して，実践理論の開発に対して有
効性の高い基礎理論の構築を行う。 

ついでカリキュラムの開発・整備に関して
は，これまでの先行実践の体系的整理・先行
カリキュラム案の検討などをふまえて実験
授業に対する研究仮説となるカリキュラム
を開発・整備する。これは，実験授業による
検証を通して実践的カリキュラムとして提
案される。 

さらに実験授業を経たモデル授業の開発
では，最初に小学校中学年，小学校高学年，
中学校の三段階に分けて，それぞれ共通の仮
説に基づいた実験授業を行う。またその際，
音声言語コミュニケーション能力の育成に

有効な教材開発（３～８時間単元用）をそれ
ぞれ複数開発する。 
最終的に小学校中学年から中学校にかけ

ての連続性・有機的関連性のある教材を開
発・提案することになる。これも実験授業を
経てその有効性が検証される。また実験授業
では有効性の高い授業モデルの構築も行う。 

本研究は特に中学校への重点化を図り，遅
れていると考えられる話し合い指導に関す
る実践理論の解明・実践方法を開発するとこ
ろに特色がある。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 先行研究の整理・検証 
これまで取り組んできた先行の研究（本科

研の前段階の『国語科教育改善のための言語
コミュニケーション能力の発達に関する実
験的・実践的研究（平成 16 年度～平成 18 年
度・基盤研究(B)）』の集約を行い，研究仮説・
研究計画の再立案・整備を行う。 
 
(2) 先行実践（単元案）に対する実践的・経
験的見地からの検討 
上記前回科研『国語科教育改善のための言

語コミュニケーション能力の発達に関する
実験的・実践的研究』により得られた知見（授
業方法・カリキュラム案）を基に現場教師（小
学校・中学校）に対するアンケート・インタ
ビューを行い，経験知の観点から見た有効性
の検証を行い，研究仮説導出の基礎理論，実
験授業計画立案の科学的基礎とする。 
 
(3) 音声言語コミュニケーション能力育成
に有効な教材開発 
音声言語コミュニケーション能力育成に

有効な教材開発のための基礎理論の構築，上
記前回科研『国語科教育改善のための言語コ
ミュニケーション能力の発達に関する実験
的・実践的研究』により開発された教材の再
検討に取り組み，実験授業において使用する
教材を開発する。小学校中学年用，小学校高
学年用，中学校用の三種類を開発する。 
 
(4) 実験授業の実施・分析・検討 
音声言語コミュニケーション能力の中で

も話し合い能力に特化して，実験授業計画立
案，実施，検討・検証を行う。精細な授業観
察を行い，記録の資料化を図るとともに研究
分担者，研究協力者（実践者）の観察と授業
担当者の協議を重ねて，経験的な知見も十分
に資料化する。それぞれ３～５時間程度の単
元を行う。 
 
(5) 小学校・中学校連携のプログラム・カリ
キュラムの構築 
 上記研究活動を総括し，研究仮説，授業仮



 

 

説を導出・整備する。また実験授業用に開発
された教材の検討を行い，より有効性の高い
ものへの整備する。音声言語コミュニケーシ
ョン能力育成（特に話し合い）のための小学
校・中学校連携のプログラム・カリキュラム
提案を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1) 成果の概要 
 幼小連携，小中連携の目的で校種間のコミ
ュニケーション能力の連続的なカリキュラ
ム開発のための研究に取り組んだ。これまで
に得られた発達モデル・仮説に基づき，それ
ぞれの校種間で実験授業を行い，教材開発，
単元開発，カリキュラム開発を行った。特に
これまで不十分であった中学校の話し合い
学習によるコミュニケーション能力の開発
に関する単元開発では，フィールド校を絞っ
て，学年進行に合わせて，実験授業を連続，
関連付けて実効性の高いものを案出，検証す
るに至った。これまでも公開授業，学会発表
などを行い研究成果の積極的な公開に務め
ているが，今後，得られた実験授業の記録の
分析を通して，カリキュラム化の作業を進め
ており，効果的な公開方法を検討している。 
 
(2) コミュニケーションモデルの構築 
 話し合いの能力を，個の中の閉じた能力で
はなく，関係性の中で捉えられる能力である
と捉え,Neil,Mercer の立論を手がかりにコ
ミュニケーションモデルを構築した。話し合
い活動を捉える際に，一つ一つの発話の機能
を問題にするのではなく，話し合いのやりと
りに注目し，そこに見られる展開の質に着目
する考え方である。コミュニケーションモデ
ルの観点として,以下の３点を導いた。(1)累
積（拡散・連鎖）…低学年・中学年・高学年
以降,(2)分離（対立・協調）…中学年以降,(3)
組織化…高学年以降。そして,同一課題によ
る小学生の話し合い能力の発達に関する調
査に照らして,分析を行った。 
 また中学生の話し合い能力のカリキュラ
ム開発を行い，以下の学年目標を立てた。 
1 年：論証の意識化･･･自分の主張の“理由”
における根拠（事実・事例）と論拠（理由づ
け）の区別〈他者に対する自己〉 
2 年：対立する相手の立場に立って･･･自分の
主張とは違う立場を想定する。相手の立場に
立って考える。〈具体的，特定の他者〉 
3 年：多角的な考えを持って･･･対立する立場
を含めて，複数の立場や考えを想定して最適
なものを選択する。〈想定される他者〉 
 
(3) 論証的な話し合いについての中学校実
験授業 
 2008 年 7 月 17 日に大阪府箕面市立止々呂

美中学校において中学１～３年生の複式学
級において，話し合いの取り立て指導の実験
授業を行った。ホームページに掲載する止々
呂美の特産品の優先順位を話し合うという
課題だった。分析の結果，三角ロジックを用
いた話し合いでは，根拠と論拠とを理解し，
使いこなすための手立ての必要性が明らか
になった。 
 2008 年 10 月 31 日，11 月 6 日及び 2009 年
9 月 29 日 30 日に岡山市立高松中学校におい
て中学校２，３年生に対する話し合いの取り
立て指導の授業を行った。中学校３年生のカ
リキュラム上の指導事項は,多角的な考えを
持って,対立する立場を含めて,複数の立場
や考えを想定して最適なものを選択する,と
いうものである。具体的には,多角的な考え
を持つ,社会へ視野を広げる,反証に備えて
発表する,という課題を立てた。2008 年度の
三角ロジックを用いてアナウンサーへの質
問を行う課題に対して,2009 年度は,18 歳成
人論を踏まえて成人年齢を決定する話し合
いを行った。分析の結果,社会にまなざしを
向ける公共性を持った課題に対して論証的
に話し合うことが有効であることが明らか
になった。   
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